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要旨：標記公開講座９回目の概要を記し，応募者，受講者の希望，満足度，感想についてのアンケート

を，平成15-17年度の３年分の受講者の回答をまとめながら分析した。受講者は「パソコンによる点訳

はどのようにして行うものかを知ってみたい」人だと思われ，受講後は「点字エディタを使えばパソコ

ンによる点訳が予想以上に簡単で，能率的である」ことを理解していただけた事がアンケート結果によ

りうかがえる。
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1．はじめに一目的一

本公開講座は平成１７年度で９回目[1-7]である。前回

の結果を踏まえ講座の目的は，

ク（WindowsXP）を人数分製作し，前日使用教室（411

室）のパソコン上にセットした。

テキストは，第１章を昨年の「パソコンの仕組み」か

ら，新たに「視覚障害者のためのテクノロジー」とし，

「視覚障害者用機器」と「視覚障害用ソフトウェア」と

一変し，残りの章は昨年とほぼ同じ内容で印刷製本を行

った。改定は受け入れられ，特に実物を教室に持参して

の説明は好評であった。

今年度初めての試みとして，説明に大型のプラズマデ

ィスプレイ（電子白板）を使用し，テキストの内容（pdf

ファイル）と，パソコンの操作を交互に表示した。

1．点字について広く知っていただく，

2．学科で活用しているEbraWin2[8,9,10]等を用い

たパソコンによる点訳の入門，

を目指した。併せて本学の活動についても理解を深めて

もらうこととした。講座が本学の活動の地域への認知と

点訳ボランティア志望へのきっかけにもなることが講座

開設の目標であった。

２００５年１月の情報処理学科の会議で，点字に関する

公開講座を，点字の専門家あるいは日常的使用者ではな

い筆者らが開催することの意義について議論があった。

視覚障害者教育における点字と点字図書の果たす役割，

当大学だけで使われている点字エディタEbraWin2や

点字IMEBraconの有用性を世間に認めてもらうこと，

毎年多くの希望者があること,などで講座開設を継続し

ようという結論となった。

2.応募者

今年の公開講座受講希望の案内には，昨年の応募者で

受講できなかった方を含めた。その結果４名の方が再び

応募され，全部で１８名の応募があった(昨年の応募者数

は２７名である)。今年度の受講者としては，１２名を受

け入れることができたが積み残し６名がいる（女４名男

性２名)。受講者の居住地を表１にしめす。居住地域は

近隣の広い範囲にある。

平成１６年度公開講座からの変更点など

大筋と担当者を決める２００５年１月の段階では，アン

ケートで評判の良かった昨年度の講座内容を踏襲するこ

とにした。昨年に続いて自動点訳ソフト（仮名分かち書

きへの変換）を，無償で使用可能な岐阜大学で公開され

たソフトIbukilbnにした。また，点字エディター等の

ソフトも，時間が限られていることもあり，本学関係者

が開発し，我々が日頃使用しているEbraWin2と

Braconだけとした。講座の直前にソフト(Ibukilbn，

EbraWin2）を収納したインストール用のハードデイス

表ｌ：受講者の居住地

地域人数

曰

７鹿嶋市

男性の応募者は３名で全員が６０才以上である。女'性

の応募者の職業は大学・研究所非常勤職員と主婦が半分
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地域 人数

１ つくば市 ５

２ 牛久市 ２

３ 阿見町 １

４ 下妻市 １

５ 石岡市 １

地域 人数

６ 日立市 １

７ 鹿嶋市 １



4.1受講者の目的と満足度

受講の目的を次表に示す。

表３：受講の目的

ずつである。年齢層は，30,40,50,60代がそれぞれ5,4,5,1

人で，若年の方にシフトしている。このうち作業療法士，看

護師の資格をお持ちの方がそれぞれ１名づつ参加されている。

3.講座の内容

講座時間数は昨年を踏襲し，Ｈ１７年１１月２４日（木）

-25日（金）１０:00-12:ＯＯ１３:00-16:００２日間，述べ１０時

間行った（Ｈ１５年以前は８月に行っていた)。表４にそ

の内容を示す。主講師を一人として，残りの講師全員が

パソコン操作や点訳実習に対応した。最終日には修了証

書を手交し，アンケートに記入していただいた。

､_点字ｲﾘL理ソフト０

今年度は，点字の習得とパソコンを利用して点字処理

をしてみたいという立場の人が半々である。点字知識の利

用場面としては点訳仕奉とボランティアが挙げられている。

Ｈ１５年度は点字自身への興味として,「点字の成り立

ちや，文章をどのように点字にするかに興味があった」

という意見が書かれていた。

目的の達成度については，次の回答であった。

表４：目的の達成度

表２：講座の内容

，

１
日
目

目的の達成度Ｈ1５Ｈ１６Ｈ１７

ａ十分満足■■圧■■■
ｂまあ満足Ⅳ四■
ｃ不満か残った

4.2点字とパソコンの経験

表５：点字とパソコンの経験

専門点字の内容は次のとおりである。２級英語点字に

よる英文の表し方，数学単純記号および添え字付き記号

の表し方である（プログラムの表し方は省略した)。昨年

行った点字の上級者のためのキーボードからの６点入力

法を今年は紹介しなかった。Ebrawin2を使って文章の

切り貼りやドラッグ＆ドロップ，文書の離れた部分を同

時に開いたり，多くの文書を同時に編集したりする方法

を紹介した。また，点字IMEBracon2を使って，一般

の文書や触図の中に点字を書き込む方法を紹介した。例

えば，Ｗｏｒｄファイル等に墨字で入力された文章中に説

明のための点字を入力したい場合,そのままＩＭＥをＭＳ

ＩＭＥ等からBracon2に変更して入力することで，墨字

の中に点字が混じった文書を通常の文書と同様に作成す

ることが出来る。

点字未経験者の割合が増加する傾向にある。平成１６

年度は，４年ほど手打ちの点字の学習経験のある方がお

られたが，平成１７年度も通信講座で勉強中の方がおら

れて，点字をほぼ読解しておられた。

パソコンの利用経験については，次の通りである。

表６：パソコン利用経験

日常的にパソコンを使用する方の割合が増加する傾向

にある。以下，Ｈ１5,Ｈ１6,Ｈ１７年度の該当者数を括弧内

の３個組み(1,ｍ,､)で表わす。

4.受講者の感想--アンケートから--

受講者に対し，１．受講の目的と達成度，２．点字およ

びパソコンの経験程度，３.講座の期間，４．難易度および

テーマについての興味の度合い，について答えていただ

いた。以下に，その集計結果を示し若干の考察を行う。

パソコンを自宅に持つ人は(10,11,11)人である｡大部分

の人が日常的にパソコンに接している。職場では毎日使

う(4,3,5)人，使わない(4,2,0)人である。

パソコン使用の場面は，文書処理，印刷，メール，図

表作成，インターネット，家計簿，住所管理，調査資料

まとめ，ホームページ作成，在庫管理などがある。自宅
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目的 Ｈ1５ Ｈ1６ Ｈ1７

a・点字の習得 ３ ４ ７

b､点字処理ソフトの習得 1０ ７ ６

c､その他 ０ ２ １

１
日
目

1時限

２時限

3時限

４時限

５時限

視覚障害者のためのテクノロジー

Windowsの操作と下準備

点字の仕組み

点字の入力と編集

記号や英字の入力と編集

目的の達成度 Ｈ1５ Ｈ1６ Ｈ1７

a.十分満足 ７ ３ ３

b､まあ満足 ２ ５ ８

c､不満が残った ２ 0 ０

２
日
目

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

専門点字

EbraWin2の便利な使い方

点字IMEBraconと触図への応用

自動点訳

点字印刷，質疑応答，アンケート

修了証書授与

，

点字,パソコン経験 Ｈ1５ Ｈ1６ Ｈ1７

ａ． 点字に経験なし 1０ ９ ８

b・点字学習経験有り １ ３ ３

Ｃ、 点字に熟達している ０ ０ 0

パソコン利用経験 Ｈ1５ Ｈ1６ Ｈ1７

ａ． ほとんどない ０ ０ 0

ｂワープロ使用 ４ ２ ４

Ｃ、 日常的に使用 ６ ８ ８



ＰＣ利用点訳入門講座アンケートから

にあるパソコンの機種についてはメーカーがさまざまである。

配布したEbraWinはWindowsでは使用可能であるが，

Macでは使えない。

いては可とした人，不可の人の割合はH15-H17年の順

に(2:6,6:5,5:6)であった。この回答から，受講者はパソ

コンの仕組みにも，また点字処理全体についても共に関

心があることがわかる。これまでに使ったことのある点

字ソフトとしては，平成１７年度はIBUm-TENエディ

タが挙げられている。

4.3期間

表７：期間

期間、囚、、■記困

＆適切てある■Ｆ－
ｂその他■■

5．おわりに

パソコン点訳入門を行う啓蒙的公開講座についての受

講者の評価と感想を平成１７年のアンケートからまとめ

た(比較のため一部のデータはＨ１5-16年を含め３年分を

提示した)。毎年，多くの方に応募していただき，さらに

公開講座がおおむね好意的に受け取られている事は主催

者にとり，何より力づけられることである。これは，ひ

とえに，染田貞道名誉教授が日夜開発を続けておられる

混在点字エディターEbraWin2と点字IMEBraconの賜

物である｡講座でEbraWin2の使い勝手のよさに驚かれ

る点訳ボランティアに接するにつけて，点字ソフトの進

歩に本学が貢献してきたことをうれしく思う｡今年度は，

視覚障害者むけＩＴサポートボランティアをしておられ

る６５才の受講者の方から，講座後にメールで講座のテ

キスト(pdf版)を使ってEbraWin2に習熟し，点訳に使

いたいという，追加要望があり大いに力づけられた。

一方，短期間の入門講座を受けるだけでは，パソコン

を実際に点訳に使うところまではなかなか行かないよ

うである。大多数の方が点訳ボランティアを受講の動機

と挙げているが，これについても，講座の終了時に講師

の一人から，本学で行われるボランティアの要請につな

がる適切なアドバイスがあった｡講座を受講された方は，

パソコンを使うことにより，点訳文書が簡単に出来るこ

とに驚かれる。点字の知識が広まり，点訳がより簡単に

出来るようになれば，多くの方がボランティアとして本

学に協力していただきやすくなると思われる。

この感想からみる限り、講座の日数は，ほぼ適切ではな

いかと思われる。日数を１日程度増して，内容に時間を使

うべきという意見もあるが，点字ソフトに触れていただく

という趣旨からは,習熟の手立ては別の方法で実現したい。

4.4難易度についての回答

講座の難易度に対する反応は以下のとおりである。

表８：難易度

難易度Ｈ１５Ｈ１６Ｈ１７

ａやさしい

ｂ商

現状が適当であると思われる。

テーマ毎に良いと評価した受講生の人数は次の通りで

ある（カッコ内は，不適切とした人数である、Ｈ１７年は

アンケート項目に含めていない)。

表９：テーマ毎の受講生の評価

Hl51Hl6H17

謝辞：本講座を受講しアンケートにご協力いただいた受

講者１２名の方にお礼を申し上げます。染田貞道名誉教

授には，開発されたEbraWin2,Braconを日頃より提供

していただくとともに，公開講座での使用配布を快諾し

ていただきました。栗原亨助教授には資料を提供してい

ただきました。河原正治助教授，永井伸幸助手には，会

場で受講者の指導とディスプレイの表示を担当していた

だきました。以上，お礼を申し上げます。

'(1)’(1)’4(2)
項目ａの内容は，H15-H16年については「パソコン

の仕組み，パソコンの操作｣，Ｈ１７年は「視覚障害者の

ためのテクノロジー」である。ｈについて不要とした

人は，講座の内容を増やすことが不可であるという意見

であろう。

その他の回答

パソコンの操作にもっと時間を割いた方が良いか1こつ
参考文献

ｌ）伊奈論：公開講座「パソコンを利用した点訳入門」
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期間 Ｈ1５ Ｈ1６ Ｈ1７

a,適切である ９ ６ ９

ｂその他 ２ ５ ２

難易度 Ｈ1５ Ｈ1６ Ｈ1７

a.やさしい ０ １ ０

b・適度 ７ ５ ６

c､難しい ４ ５ ５

テーマ Ｈ1５ Ｈ1６ Ｈ1７

a・視覚障害者のためのテクノロジー

パソコンの仕組み,パソコンの操作
9(1) 9(1) ８

b・点字の仕組み，入力と編集 9(1) 8(1) 1０

c・記号や英字の入力 8(O） 6(1) ８

d・専門点字 9(0） 8(1) ７

e､点字エディタEbraWin2 9(O） 9(O） ９

f・点字IMEBracon 8(O） 6(1) ６

９､自動点訳ソフトIbukiTbn,点字

印刷
9(O） 6(O） ９

h・他の点字ソフトは必要か 1(1) 1(1) 4(2)



8．点字の仕組み，入力するための規則などが分かり，

大変ためになった。

9．今まで点字や点訳法についての知識がほとんど無か

ったのでいろいろ学ぶことができて良かったです。

の概要と結果，筑波技術短期大学テクノレポート，

４:２０５－２０９，１９９８．

２）宮川正弘，栗原亨，他：公開講座「パソコンを利用

した点訳入門アンケートから。筑波技術短期大学テ

クノレポート，６:183-185,1999.

3）宮川正弘，三宅輝久，他：公開講座「点訳ソフトの

使い方入門」アンケートから。筑波技術短期大学テ

クノレポート，７:101-103,2000.

4）宮川正弘，三宅輝久，他：平成１２年度公開講座「点

訳ソフトの使い方入門」アンケートから。筑波技術

短期大学テクノレポート，７:187-191,2001.

5）宮川正弘，三宅輝久，他：平成１３年度公開講座「点

訳ソフトの使い方入門」アンケートから。筑波技術

短期大学テクノレポート，７:187-191,2002.

6）三宅輝久，宮川正弘，他：平成１４年度公開講座「点

訳ソフトの使い方入門」アンケートから。筑波技術

短期大学テクノレポート，１０(1):75-79,2003.

7）三宅輝久，宮川正弘，他：平成15-16年度公開講座

「点訳ソフトの使い方入門」アンケートから。筑波

技術短期大学テクノレポート，１１(1):75-79,2004.

8）染田貞道：情報処理・数学記号および英語混在文章

用点字エディタ,筑波技術短期大学テクノレポート，

４：１０３－１０５，１９９７．

９）染田貞道，宮川正弘，他：専門点字混在文章用エデ

ィタの開発と活用，筑波技術短期大学テクノレポー

ト，７:101-103,2000.

10）染田貞道，宮川正弘，他：専門点字混在文章用エデ

ィタの開発と活用(その２)，筑波技術短期大学テク

ノレポート９:59-61,2002.

11）染田貞道：EbraWin2操作(資料)，2000.6.16.

12）染田貞道：ＥｂｒａＷｉｎ２Ｖｅｒ２４２トピック(資料)，

２００１．７．０５．

最もおもしろかったこと

1．入力した文字が点字に交換されていく様子。

2．Latexによる入力。

3．盲人用の色別の機械や音声合成エンジンを体験したこと。

4．自分が打った文字が点字表示に変わった時。

5．入力して点字に変換できたこと。

6．墨字から点字に変換するところ。

7．画面上に文字と点字が表示される機能。

8．入力すれば，点字に訳せたこと。

9．視覚障害者用の機器が進歩していることが驚きまし

た。思ったより高価でした。

全体についての感想

1．周辺機器等の実物を見ることができて良かった。そ

の値段の高さには驚いた。点字の知識が無ければ難

しいのかもしれないが，もう少し入力等についての

説明時間・実習時間があれば嬉しかった。

2．実際に使用している学生さんの意見なども聞くこと

ができれば良いと思う。できない所など，速やかに

講師の方々が教えてくださったので良かった。

3．大いに役に立ちました。ありがとうございました。

４操作ができない時，声をかけて（又はこちらから）

すぐ手助けをしていただいて，出来ないながらも楽

しく為になる時間を過ごさせていただきました。あ

りがとう。

5．初めてで未経験でしたが，何となく点字の入力もで

きそうだと感じることができた。

6．講師の指導法方をもっと工夫された方が良いと思い

ます。全体像や重点となるべきポイントなどはもっ

と強調しても良いと思います。ですが，今回の参加

はとても勉強になりました｡マニュアルはとても分か

りやすくて良かったです。ありがとうございました。

7．講座の説明が回りくどく感じられた部分もあり，も

う少し効率的な説明方法を考えてほしい。

8．説明する時，前の画面に出して同時に進めてほしか

った。（１日目）

9．今回参加して，ますます点字に興味が持てたので参

加して良かった。

1０実際に点字を使用している方のお話など聞いてみ

たいと思いました。

付録．（受講者の感想）

最も役立つたこと

1．点訳に触れたこと。

2．Ｅｂｒａの使い方がわかった，EbraWinの操作。（２名）

3．ソフトを使うと比較的簡単に点字が出来上がるこ

とを知ったこと。

4．点字をイメージでしか知りませんでしたが，読むの

も打つのも大変だと分かりました。

５パソコンで割合に簡単に入力できることが判ったこと。

6．点訳ソフトの使用方法。

7．パソコンを使用した点字入力を経験できたこと。

8６
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years, another analysis was made in 2005 especially as to the intentions of the subscribed people
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